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石岡市立ふるさと歴史館 第30回企画展

石岡の歴史文化を考える
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的な計画です。石岡市では令和５年度の認定を目指

「文化財保存活用地域計画」―みなさん聞いたこと

がありますか？

おそらく多くのみなさんが聞きなじみがないかと思い

ますが、それも当然で、平成30年の文化財保護法の

改正によって新たに位置付けられた計画になります。

それに向けての方針や取り組み内容を記載する総合

文化財の保存・活用に関して、市が目指す将来像や

意見を伺いたいと思っ

し、令和３年度から作成を進めています。

では、石岡市では、どのような将来像を目指すべき

にしたらいいでしょうか？

ています。

石岡市の歴史文化に

でしょうか？また、そもそも石岡市で守り、伝えるべき

「歴史文化の特徴」―石岡らしさ―とは何でしょうか？

そして、それを守り、活かし、伝えていくには、どのよう

ついて考え、そしてそ

れをどう守り、活かし、

伝えていくかを考える

きっかけとしていただ

ければ幸いです。

今回の企画展では、

現在作成中の計画で

考えていることを紹介

するとともに、それに対

してのみなさんからの

みことのり

みことのり

▲ 文化庁の文化財保存活用地域計画の

パンフレット
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定・登録された文化財は、守られてきました。し

かし、そこからもれた未指定文化財については

徐々に喪失が進んでしまっています（右図下）。

未指定文化財には、歴史的・伝統的建物の

ほかにも、地域の伝統行事や伝統技術、郷土

別に守っていくというものでした（右図上）。

その結果がどうなったかというと、確かに指

「文化財」というと、どのようなものを思い浮か

べるでしょうか？仏像や寺院、神社、城、ある

いは博物館に飾ってあるものでしょうか。観光

の際に見るもので、普段はあまり縁がないとい

うイメージの方もいるのではないでしょうか。

確かにこれまでの文化財保護の仕組みは、

そのような優品や名所旧跡といった重要なもの

だけが文化財として指定・登録されていまし

た。そして、その指定・登録されたものだけを個

文化財保存活用地域計画 作成の背景と目的

指定・登録されたものだけを個別に保存・

活用

【これまでの文化財保護の仕組み】

【その結果】 未指定文化財の喪失

に保存・活用する仕組みに加え、市民や民間

団体などを加えた地域社会全体、地域総がか

りで文化財を継承しようという取り組みです。そ

のための仕組みづくりの計画が文化財保存活

用地域計画になります。

うに変化しています。現在、指定文化財は、所

有者が守り、行政が支援してきましたが、それ

だけでは指定文化財しか守れない。それどころ

か、それも難しくなってきています。

そこで、これまでの指定・登録文化財を個別

ろ、未指定文化財の中にこそあるといえます。

そして、指定・登録文化財だけではなく、未指

定文化財も守っていきたいものです。

しかし、文化財を取り巻く環境は右図下のよ

食、方言、さらには自然・景観といった無数の

ものがあります。指定・登録文化財はもちろん

大切なものですが、地域にとって身近な「宝」と

いうと、未指定文化財の中にも、というかむし

【未指定文化財とは】

地域にとっての「宝」は、

未指定文化財の中にも（こそ）ある！

【文化財を取り巻く環境の変化】

（「文化財保存活用地域計画の概要～歴史文化基本構想の事例をもとに～」

年 月 日文化財行政担当者連絡会議資料より）
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文化財保存活用地域計画の取組イメージ

（文化庁『我が国の文化政策』令和元年度版より）

文化財保存活用地域計画 作成の流れ

（『地域総がかりでつくる

文化財保存活用地域計画』文化庁パンフレットより）
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　　 計画についての説明の後、下記項目のグループ討議・発表。

　・石岡未来会議　令和４年８月～10月

【アンケート調査】

【ワークショップ】

　・第１回　令和４年１月29日　参加者20人

　・第２回　令和４年１月30日　参加者13人

石岡市では、令和５年度に国（文化庁）の計画認定を目指し、令和３年度から作成を始めまし

た。下記のような作業を行っています。

　令和３年５月20日～令和４年４月１日

　市民の文化財への認識や意見・要望の聴取を目的に実施。

　回収数　439票

　　　・石岡の未来に伝えたい地域の歴史、文化財、風景など

　　　・「石岡だから（宝）」を守っていく・伝えていく課題・方策

　　　・「石岡だから（宝）」同士を結びづけるテーマ

　　　　（「石岡だから（宝）」）

【文化財リストの作成】

作成状況

▲ワークショップの様子

　　　

【文化財保存活用地域計画協議会】

文化財の所有者や学識経験者、商工関係団体、観光関係団体、教育関係団体、文化財関係

　　　文化財調査（中間報告）、アンケート・ワークショップの報告、素案（序章～第３章）の検討

　・第３回協議会（令和４年７月１日）

　　　作成スケジュール、素案（序章～第３章）の再検討、素案（第４章～第５章）の検討

【オープンハウス】

　・令和４年８月26日

　・令和４年５月29日（いしおか商工祭）

【文化庁協議】

　・令和４年４月25日

計画作成の経緯・目的を説明するパネル展示。合わせ

て、「石岡だから（宝）」を募集。

団体のほか、県の文化財担当課長、市の都市計画、商工観光担当課長の計20人で構成。

　・第１回協議会（令和３年11月18日）

　　　計画の作成趣旨・方針、章立て、作成スケジュール

　・第２回協議会（令和４年３月23日）

文化財を把握するため、市町史や各種の調査報告書等からリスト化。祭り・行事と諸職につ

いては、補足のアンケート調査も実施。

▲いしおか商工祭での

オープンハウスの様子
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目次（案）

序章 石岡市文化財保存活用地域計画作成の目的と位置付け

第１節 地域計画作成の背景と目的

第２節 地域計画の位置付け

第３節 計画期間

第４節 地域計画の進捗管理と自己評価の方法

第５節 協議会の経過

第６節 文化財の定義

第１章 石岡市の概要

第１節 社会的状況

第２節 石岡市の自然的・地理的環境

第３節 歴史的背景

第２章 石岡市の文化財の概要と特徴

第１節 指定等文化財の概要と特徴

第２節 埋蔵文化財の状況

第３節 未指定文化財と独自の基準に基づいて選定された文化財

の概要と特徴

第３章 石岡市の歴史文化の特徴

第４章 石岡市の文化財の保存・活用に関する将来像と基本的な方

向性

第１節 石岡市の文化財の保存・活用に向けた将来像

第２節 石岡市の文化財の保存・活用に向けた方向性

第５章 石岡市の文化財の保存・活用に関する現状・課題と方針及び

措置

第１節 石岡市の文化財の保存・活用に関する課題

第２節 石岡市の文化財の保存・活用に関する方針

第３節 石岡市の文化財の保存・活用に関する措置

第６章 文化財の一体的・総合的な保存・活用

第１節 関連文化財群の設定

第２節 文化財保存活用区域の設定

第７章 石岡市の文化財の防災

第１節 石岡市の文化財の防災・防犯に関する課題

第２節 石岡市の文化財の防災・防犯に関する方針

第３節 石岡市の文化財の防災・防犯に関する措置

第４節 石岡市の文化財の防災・防犯の推進体制と体制整備の

方針

第８章 事業計画

第１節 石岡市の文化財の保存・活用の推進体制

第２節 石岡市の文化財の保存・活用の体制整備の課題・方針



－ 6 －

将来像と基本方針（案）

　　●山と生きる、水と生きる

岡市を輝かせることができるものになります。

計画の作成を進めるなかで、石岡市の概要（自然

的・地理的環境、社会的状況、歴史的背景）や指定・未指

定の文化財の概要を改めて見つめ直し、またアン

ケートやワークショップでの市民のみなさんの意見か

ら、以下の４つの「歴史文化の特徴」（案）を抽出しました。

　　●常陸の中心

　　●県下有数の商都

　　●重なり広がる多様な祭り・信仰

「石岡」といえば何でしょうか？おまつり？国分寺？

筑波山？それとも里山の景観でしょうか。

文化財保存活用地域計画では、歴史的に培われ

てきた地域の個性、地域らしさを「歴史文化の特徴」

と呼んでいます。その特徴こそが「石岡らしさ」であ

り、未来に伝えていくべきもの、磨き育てることで石

石岡の「歴史文化の特徴」とは

（『地域総がかりでつくる

文化財保存活用地域計画』文化庁パンフレットより）
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市内には401か所もの埋蔵文化財包蔵

地が存在し、有史以前からの人々の営

みが見られます。特に古墳時代には、柿

岡地区に丸山古墳や佐自塚古墳等の前

や府中愛宕山古墳等の大型の前方後円

方後方墳・前方後円墳が、城南地区に

の国府が置かれ、国分寺、国分尼寺が

建立されます。また、茨城郡の役所も置

墳が築造されます。古代になると常陸国

東日本第２位の規模を誇る舟塚山古墳

かれ、その寺院である茨城廃寺跡も存

在しています。それに加え、国府や国分

寺に供給する瓦を生産した瓦塚窯跡や、

常陸の中心

▲丸山古墳出土遺物（鏡） ▲舟塚山古墳

▲茨城廃寺跡 ▲常陸国府跡

古代から中世にかけて常陸国の中心であった地域で、その成立から繁栄、

没落までが凝縮された地域

位を認められ、常陸大掾職に任じられた

馬場資幹及びその子孫が大掾氏を称

し、在庁官人と結びついて府中を治める

こととなります。本市内には居城である

府中城跡や墓所、ゆかりの寺院等が存

けて常陸国の中心であった地域であり、その成立から繁栄、没落までが凝縮された地域となっ

ています。

期に佐竹氏により滅ぼされてしまいま

す。

このように本市は、古代から中世にか

中世になると国府の地は「府中」と呼ば

れました。源頼朝に常陸平氏惣領の地

在しています。しかし、大掾氏は戦国末

鉄製品を生産した鹿の子遺跡といった国

府に関連する遺跡も存在しています。

▲茨城廃寺跡 ▲常陸国府跡

▲常陸国分尼寺跡 ▲瓦塚窯跡

▲府中城の土塁 ▲常陸大掾氏墓所
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ナルである「高浜河岸」の存在が

あげられます。水陸の道が交わる

ことで物と人が集まり、それによっ

て醸造業や穀物商を中心とした商

には、江戸と水戸を結ぶ「水戸街

によって近世の「府中宿」へと姿を

変えました。現在の中心市街地の

区画は佐竹氏の町立てを受け継

いだものです

府中宿の性格を決定づける要因

道」と恋瀬川・霞ケ浦水運のターミ

戦国時代の動乱で焼かれた府中

は、新たに支配者となった佐竹氏

県下有数の商都

▲石岡の一里塚 ▲高浜神社絵馬

▲府中誉 ▲廣瀬商店

水陸の道が交わり、県下有数の商都として繁栄し、現在でもその町並み

が残る地域

る町並みは商業都市としての歴史文化を伝える特徴的な景観であり、近世から近代にかけて

たちは公共インフラや鉄道事業、農地拡

業活動が活発に行われ、府中宿は商人

の町として発展しました。かつての水戸

近代になると、成長し力をつけた商人

街道を伝えるものとして石岡の一里塚が

残り、また、高浜河岸の繁栄の様子は市

内各地に残る古文書や高浜神社の絵馬

に見ることができます。

大等多様な分野でまちづくりをけん引し、

その痕跡は八木の干拓等本市内の各地

に現在も残ります。また、旧水戸街道を

中心に看板建築等の商家建築が多く残

の本市の特徴の一端を顕著に表しています。

▲府中誉 ▲廣瀬商店

▲冷水酒造 ▲青柳新兵衛商店

▲十七屋履物店・久松商店・福島屋砂糖店 ▲土屋左官
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台・真言宗についても、三村山に極楽寺を建てたといわれる律宗

の忍性の活動が確認でき、筑波山系と密接に結びつく本市に影

響を与えました。中世になると鎌倉仏教が伝来し、親鸞ゆかりの地をはじめとして、新仏教の

広がりを見ることができます。

ます。本市においても国分寺跡や国分尼寺跡、茨城廃寺跡にそ

徳一ゆかりの西光院をはじめとした山岳寺院等も存在し、古くか

らの筑波山・加波山への信仰を物語っています。南都六宗や天

本市には多くの寺社や石造物、まつりや行事が今も各地に

残っていて、それらは当時の文化や信仰を背景としています。こ

うした文化や信仰は政治や支配体制により変化しながら、地域

に広まり根付いていきました。

古代には、仏教政策により国分寺・尼寺等の建立が促進され

れを見ることができ、仏教が広まるきっかけとなりました。また、

重なり広がる多様な祭り・信仰

▲木造立木観音菩薩像（西光院）

古代から現代までの多様な祭り・信仰が積み重なり、各地で受け継がれ

ている地域

して積み重なり、今もなお各地で受け継がれています。

展を背景として、祭礼が華やかなものになって

いきました。「石岡のおまつり」として親しまれ

ている常陸国総社宮例大祭は、山車や獅子等の祭

いによる信仰が建造物やまつり、年中行事という形で現れ、それらが文化と

一方で、古代の神祇信仰

の一端も見ることができま

す。国府着任した国司の職

務として、国内の大社を順次

参拝する習わしがあり、本市

内にはこれを起源とするといわれる高浜神社

や常陸国総社宮、青屋神社が残っています。

近世には、府中の町の商人たちの経済的発

礼行事の規模も大きく本市を代表する祭りとなっていま

すが、そのルーツは近世府中の祇園祭に遡るものです。

時には支配層による権威の誇示や政治支配のため

だった信仰は、力をつけた町人によるものになる等、担

い手によって様々な様子を見せます。こうした主体の違

▲高浜神社 ▲常陸国総社宮 ▲青屋神社

▲常陸国総社宮祭礼の獅子・山車・ささら行事

▲真家みたま踊

▲代田の大人形
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ぎ込む恋瀬川・園部川と多様な景

本市は、北部から西部にかけて

の筑波山地、市街地中心の石岡

台地、南東部の霞ケ浦とそこに注

石資源が人々に恵みをもたらして

観を呈しています。こうした環境

は、原始から人々の暮らしに大き

な影響をもたらしました。

北部から西部にかけての筑波山

地では、球状花崗岩に代表される

いる他、ヒメハルゼミの生息地等

豊かな自然が現在まで受け継が

れています。また、棚田や茅葺き

山と生きる、水と生きる

▲杉線香の水車

山と水、多様な地理環境に支えられた地域であり、その環境と共生してき

た様々な文化が凝縮された地域

▲大場家住宅▲鳴滝

南部では、地蔵窪貝塚等の貝塚

群が水と共生してきた人々の姿を

現在に伝えている一方で、近代に

は八木干拓事業等、時として苦難

凝縮された地域となっています。

民家等日本の原風景を残している

のも特徴の一つです。

の歴史をもたらす要因にもなりまし

た。

このように本市は、多様な地理環

境に支えられた地域であり、その

環境と共生してきた様々な文化が

▲筑波大学八郷茅葺き研究拠点 ▲坂入家住宅

▲東田中貝塚 ▲八木の干拓



－ 11 －

文化財として指定・登録されている、いないを問わず、みなさんが大切にして
いる、未来に伝えたい、好き！といった「地域の宝」を仮に「石岡だから（宝）」
と呼びたいと思います。
次のようなものも「石岡だから」。ぜひみなさんおすすめの「石岡だから」を
教えてください！

どんなものが「石岡だから（宝）」なの？



－ 12 －

▲　指定・登録文化財位置図
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